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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＭＳメッセージ内容に対するユーザの操作に応じて、前記操作後のＭＭＳメッセージ
内容を同期マルチメディア統合言語ＳＭＩＬで記述し、プレビューが必要な時に、ＳＭＩ
Ｌによって前記ＭＭＳメッセージ内容を放送し、
　前記ＭＭＳメッセージをプレビューする時に、プレビューモードで前記ＭＭＳメッセー
ジ内容を編集し、前記ＳＭＩＬに対して変更を行って保存することを含むことを特徴とす
る、
　ＭＭＳメッセージ編集方法。
【請求項２】
　前記プレビューモードで前記ＭＭＳメッセージ内容を編集することは、メディア要素の
位置、サイズあるいは期間を調整すること、及びプレビューモードで前記ＭＭＳメッセー
ジ内容を描くことを含むことを特徴とする、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記メディア要素の位置を調整することは、
　第１メディア要素の調整中に、第１メディア要素の部分または全部の座標が第２メディ
ア要素の所在範囲内に含まれる場合、ユーザに知らせ、ユーザがカバレッジを確認した場
合、第１メディア要素を第２メディア要素にカバーし、ユーザがいいえを選択した場合、
第１メディア要素を元の位置に回復させるか、あるいは、
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　第２メディア要素の位置と第１メディア要素の位置を交換することを含むことを特徴と
する、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記メディア要素のサイズを調整することは、
　前記メディア要素に対して引き伸ばしまたは縮小を行い、且つ前記メディア要素をバッ
クアップすることを含むことを特徴とする、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記メディア要素の期間を調整することは、
　ＭＭＳメッセージがプレビューモードに入った時に、メディア要素が対応する期間を表
示し、メディア要素の開始と終了の時間によってメディア要素の期間を調整することを含
むことを特徴とする、
　請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記プレビューモードで前記ＭＭＳメッセージ内容を描くことは、
　描いた図形やマークを元の図形と一つのイメージに合成し、ファイルシステムに保存し
、且つ新しいファイルＩＤを生成するか、あるいは、
　新しい要素タイプを定義し、インターフェイスでマークを追加し図形を描き、ＩＤがシ
ステムにより自動的に生成され、且つ対応するイメージをファイルシステムに保存するこ
とを含むことを特徴とする、
　請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記マークはペン先タイプ、ペン先色、消しゴムとキャンセルを含み、マークのタイプ
、色をコントロールすることに用いられることを特徴とする、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　メディア要素を含むＭＭＳメッセージ内容に対するユーザの操作に応じて、前記操作後
のＭＭＳメッセージ内容を同期マルチメディア統合言語ＳＭＩＬで記述するためのＭＭＳ
メッセージ編集モジュールと、
　プレビューが必要な時に、ＳＭＩＬによって前記ＭＭＳメッセージを放送するためのプ
レビューモジュールと、
　前記ＭＭＳメッセージをプレビューする時に、プレビューモードで前記ＭＭＳメッセー
ジ内容を編集し、ＳＭＩＬに対して変更を行って保存するためのプレビュー編集モジュー
ルとを含むことを特徴とする、
　ＭＭＳメッセージ編集装置。
【請求項９】
　前記プレビュー編集モジュールが前記プレビューモードで前記ＭＭＳメッセージ内容を
編集することに用いられることは、
　前記プレビュー編集モジュールがメディア要素の位置、サイズあるいは期間を調整する
こと、及びプレビューモードで前記ＭＭＳメッセージ内容を描くことに用いられることを
含むことを特徴とする、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記プレビューモジュールが前記プレビューモードで前記ＭＭＳメッセージを描くこと
に用いられることは、
　プレビューインターフェイスで、ユーザが異なる太さや異なる色の筆跡を使うように、
ユーザにペン先タイプ、ペン先色の選択を提供するためのペン先コンポーネントと、
　プレビューインターフェイスで、ユーザが描いた内容を消去・キャンセルするように、
ユーザに消しゴム、キャンセルの選択を提供するための変更コンポーネントとを含むこと
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を特徴とする、
　請求項９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はマルチメディアメッセージサービス（ＭＭＳ）メッセージの処理技術に関し、
特にＭＭＳメッセージ編集方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＭＳメッセージはテキスト、イメージ、オーディオ、ビデオを統合し、現在非常に一
般的に使用されるアプリケーションの一つである。ＭＭＳメッセージは、同期マルチメデ
ィア統合言語（SMIL：Synchronized Multimedia Integration Language）によって異なる
性質のメディアファイルを集め、Microsoft PowerPoint（登録商標）に類似するように、
ＭＭＳメッセージがスライドごとにテキスト、イメージ、音楽等を付け、イメージも文字
も豊富でりっぱなマルチメディア情報を作成する。ＭＭＳメッセージの編集は、ＭＭＳメ
ッセージエディタで行う必要があり、ＭＭＳメッセージエディタでユーザの編集アクショ
ンをＳＭＩＬに変換して格納し、その後プレビューを行う。
【０００３】
　ＳＭＩＬ言語は、一般的にｈｅａｄとｂｏｄｙという２つの部分に分けられる。次のよ
うに示されるＳＭＩＬファイルに対応するＭＭＳメッセージは３ページのスライドを含み
、各ページは、それぞれ１つのイメージ、１つのビデオ、１つのオーディオファイルであ
り、且つ各ページにはテキスト情報が含まれる。Ｈｅａｄ部分においては、主にページの
サイズ、ページに含まれる要素、及び各要素の表示の長さ及び幅と表示位置が列挙される
。Ｂｏｄｙ部分においては、主にそのページの放送時間、ページにおける要素のインデッ
クス、及びｈｅａｄにおける各要素に対応する表示位置が含まれる。ＳＭＩＬファイルは
次のように列挙される。
【０００４】
<smil>
< head>
< layout>
< root-layout width="240" height="400" background-color="#ffffff"/>
< region id="Image" width="100%" height="50%" left="0%" top="0%" fit="meet"/>
< region id="Text" width="100%" height="50%" left="0%" top="50%" fit="scroll"/>
< /layout>
< /head>
< body>
< par dur="5000ms">
< text src="T001.txt" region="Text" />
< img src="I1313510998.jpg" region="Image" />
< /par>
< par dur="5000ms">
< text src="T002.txt" region="Text" />
< video src="160811-1610.3gp" region="Image" />
< /par>
< par dur="5000ms">
< text src="T003.txt" region="Text" />
< audio src="081616102000.amr" />
< /par>
< /body>
< /smil>
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【０００５】
　上記のＳＭＩＬファイルからわかるように、ＳＭＩＬに全てのリソースのＩＤがマーク
されており、ＩＤによって対応するリソースを見つけられ、ＳＭＩＬにおける記述に従っ
て表示することができる。それ以外に、ＳＭＩＬファイルにさらにｄｕｒ属性、ｂｅｇｉ
ｎとｅｎｄ属性、ｃｌｉｐ－ｂｅｇｉｎとｃｌｉｐ－ｅｎｄ属性などが含まれてよく、メ
ディアファイルの放送属性に対してさらに詳細な記述を行うことに用いられる。
【０００６】
　ＳＭＩＬ言語はウェブページに使用されるハイパーテキストマークアップ言語（HTML：
Hypertext Markup Language）に類似し、全ての既存のウェブページはブラウザインタフ
ェースでマーク等を追加することをサポートするが、既存のＭＭＳメッセージエディタは
この機能をサポートしない。それ以外に、既存のＭＭＳメッセージの放送と編集は分離し
ており、プレビュー中に、ユーザがイメージまたはビデオの位置が不合理であり、サイズ
が不適切であると思う場合直接に調整できず、編集と放送を組み合わせることができれば
、"WYSIWYG"の効果をうまく達成できる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする技術課題としては、既存のＭＭＳメッセージのプレビュー中
にＭＭＳメッセージ内容に対する編集と変更ができず、プレビューインターフェイスで内
容を手動で描けない問題を解決するために、ＭＭＳメッセージ編集方法及び装置を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記問題を解決するために、本発明は、ＭＭＳメッセージ内容に対するユーザの操作に
応じて、前記操作後のＭＭＳメッセージ内容を同期マルチメディア統合言語ＳＭＩＬで記
述し、プレビューが必要な時に、ＳＭＩＬによって前記ＭＭＳメッセージ内容を放送する
ことを含み、
　さらに、
　前記ＭＭＳメッセージ内容をプレビューする時に、プレビューモードで前記ＭＭＳメッ
セージ内容を編集し、前記ＳＭＩＬに対して変更を行って保存することを含むＭＭＳメッ
セージ編集方法を提供する。
【０００９】
　上記方法において、前記プレビューモードで前記ＭＭＳメッセージ内容を編集すること
は、メディア要素の位置、サイズあるいは期間を調整すること、及びプレビューモードで
前記ＭＭＳメッセージ内容を描くことを含む。
【００１０】
　上記方法において、前記メディア要素の位置を調整することは、
　第１メディア要素の調整中に、第１メディア要素の部分または全部の座標が第２メディ
ア要素の所在範囲内に含まれる場合、ユーザに知らせ、ユーザがカバレッジを確認した場
合、第１メディア要素を第２メディア要素にカバーし、ユーザがいいえを選択した場合、
第１メディア要素を元の位置に回復させるか、あるいは、
　第２メディア要素の位置と第１メディア要素の位置を交換することを含む。
【００１１】
　上記方法において、前記メディア要素のサイズを調整することは、
　前記メディア要素に対して引き伸ばしまたは縮小を行い、且つ前記メディア要素をバッ
クアップすることを含む。
【００１２】
　上記方法において、前記メディア要素の期間を調整することは、
　ＭＭＳメッセージがプレビューモードに入った時に、メディア要素が対応する期間を表
示し、メディア要素の開始と終了の時間によって、メディア要素の期間を調整することを
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含む。
【００１３】
　上記方法において、前記プレビューモードで前記ＭＭＳメッセージ内容を描くことは、
　描いた図形やマークを元の図形と一つのイメージに合成し、ファイルシステムに保存し
、新しいファイルＩＤを生成するか、あるいは、
　新しい要素タイプを定義し、インターフェイスでマークを追加し図形を描き、ＩＤがシ
ステムにより自動的に生成され、対応するイメージをファイルシステムに保存することを
含む。
【００１４】
　上記方法において、前記マークはペン先タイプ、ペン先色、消しゴムとキャンセルを含
み、マークのタイプ、色をコントロールすることに用いられる。
　本発明がさらに、
　メディア要素を含むＭＭＳメッセージ内容に対するユーザの操作に応じて、前記操作後
のＭＭＳメッセージ内容を同期マルチメディア統合言語ＳＭＩＬで記述するためのＭＭＳ
メッセージ編集モジュールと、
　プレビューが必要な時に、ＳＭＩＬによって前記ＭＭＳメッセージを放送するためのプ
レビューモジュールと、
　前記ＭＭＳメッセージをプレビューする時に、プレビューモードで前記ＭＭＳメッセー
ジ内容を編集し、ＳＭＩＬに対して変更を行って保存するためのプレビュー編集モジュー
ルとを含む
　ＭＭＳメッセージ編集装置を提供する。
【００１５】
　上記装置において、前記プレビュー編集モジュールがプレビューモードで前記ＭＭＳメ
ッセージを編集することに用いられることは、
　前記プレビュー編集モジュールがメディア要素の位置、サイズあるいは期間を調整する
こと、及びプレビューモードで前記ＭＭＳメッセージ内容を描くことに用いられることを
含む。
【００１６】
　上記装置において、前記プレビューモジュールが前記プレビューモードで前記ＭＭＳメ
ッセージを描くことに用いられることは、
　プレビューインターフェイスで、ユーザが異なる太さや異なる色の筆跡を使うように、
ユーザのためにペン先タイプ、ペン先色の選択を提供するためのペン先コンポーネントと
、
　プレビューインターフェイスで、ユーザが描いた内容を消去・キャンセルするように、
ユーザのために消しゴム、キャンセルの選択を提供するための変更コンポーネントとを含
む。
【００１７】
　本発明の技術手段を用い、ＭＭＳメッセージのプレビュー中に編集の機能を新たに追加
することによって、ユーザがこのインターフェイスでメディアファイルに対して引き伸ば
し、縮小あるいは位置調整を行うことができ、マークを新たに追加するかまたは図形を描
くこともでき、ＭＭＳメッセージのスライドの機能を大きく強化させ、ユーザの体験度を
高める。それ以外に、本発明は装置に対する軽微な変更のみによって予期の効果を達成で
き、大規模なソフトウェア・ハードウェアへの変更を行う必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る第１実施例の構造図である。
【図２】本発明に係る第２実施例のフローチャートである。
【図３】本発明に係る第２実施例におけるＭＭＳメッセージのメディア要素の調整前を示
す図である。
【図４－１】本発明に係る実施例２におけるメディア要素の位置調整を示す図である。
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【図４－２】本発明に係る実施例２におけるメディア要素の位置調整を示す図である。
【図５】本発明に係る第２実施例におけるメディア要素のサイズ調整を示す図である。
【図６】本発明に係る第２実施例におけるメディア要素の期間調整を示す図である。
【図７】本発明に係る第２実施例におけるマークや図形の手動的描きを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　ここで説明する図面は本発明に対する更なる理解のために提供されるものであり、本発
明の一部となり、本発明の例示的な実施例及びその説明が本発明に対する解釈に用いられ
、本発明に対する不適切な制限にはならない。
　本発明が解決しようとする技術問題、技術手段及び有益な効果がより明確で明白になる
ために、以下では図面と実施例を合わせながら、本発明に対してさらなる詳細な説明を行
う。ここで記述される具体的な実施例は本発明を解釈するために過ぎず、本発明を制限す
るためのものではないことが、理解されるだろう。
【００２０】
　図１に示すように、本発明に係る第１実施例の構造図であり、本発明は
　メディア要素の位置、メディア要素のサイズ、メディア要素の期間などを含む属性のあ
るメディア要素からなるＭＭＳメッセージ内容に対するユーザの操作に応じて、メディア
要素の位置、メディア要素のＩＤなど、前記操作後のＭＭＳメッセージ内容を、ＳＭＩＬ
で記述するためのＭＭＳメッセージ編集モジュール１０１と、
　プレビューが必要な時に、ＳＭＩＬによって前記ＭＭＳメッセージを放送するためのプ
レビューモジュール１０２と、
　前記ＭＭＳメッセージをプレビューする時に、プレビューモードで前記ＭＭＳメッセー
ジを編集し、ＳＭＩＬに対して変更を行って保存するためのプレビュー編集モジュール１
０３とを含むＭＭＳメッセージ編集装置を提供する。
【００２１】
　具体的に、プレビューモードで前記ＭＭＳメッセージを編集することはメディア要素の
位置、サイズあるいは期間を調整すること、及びユーザが描くことを含む。
　画面における任意の位置で長押しし、任意の位置まで画面をプルし、画面の位置を調整
し、画面がテキストや他のイメージをカバーした場合、ユーザに知らせる。
　オーディオやビデオに対して、プレビューインターフェイスで期間長さのプログレスバ
ーが表示され、開始と終了の位置をプルすることによって、オーディオやビデオの放送期
間を調整できる。
　画面のエッジや４つの角度をプルして画面のサイズを引き伸ばし、縮小などによって調
整する。
【００２２】
　上記プレビューモードでの変更がユーザによって保存を確認された後、携帯電話が変更
後のメディア要素ＩＤに応じて、ＳＭＩＬファイルから対応するリソースの情報を検索し
、当該ファイルの現在の所在位置、サイズあるいは期間などに基づいて元のＳＭＩＬファ
イルの属性値を変更する。
　ＭＭＳメッセージのフルスクリーンプレビュー状態で、ユーザが手動で描くか、または
、例えば、スライドにおける重要テキストに対してスケッチするか強調するなど、内容を
スケッチすることを許可する。
　前記プレビュー編集モジュールは、さらに、
　プレビューインターフェイスに、ユーザが異なる太さや異なる色の筆跡を使うように、
ユーザにペン先タイプ、ペン先色の選択コンポーネントを提供するためのペン先コンポー
ネントと、
　プレビューインターフェイスに、ユーザが描いた内容を消去・キャンセルするかまたは
調整するように、ユーザに消しゴム、キャンセルなどのコンポーネントを提供するための
変更コンポーネントとを含む。
【００２３】
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　上記プレビューモードでの変更がユーザによって保存を確認された後、描いた図の所在
位置を読み取り、元のＳＭＩＬファイルに追加イメージＩＤ及び対応の属性を挿入する。
【００２４】
　図２に示すように、本発明に係る第２実施例のフローチャートであり、ＭＭＳメッセー
ジのプレビューの編集方法を提供し、次のステップを含む。
　ステップＳ２０１：メディア要素によって構成され、具体的にＭＭＳメッセージのペー
ジ情報、ページのマルチメディア情報及びページのレイアウト情報を含むＭＭＳメッセー
ジ内容に対するユーザの操作に応じて、メディア要素位置、メディア要素ＩＤ等、前記操
作後のＭＭＳメッセージ内容をＳＭＩＬファイルの形式で記述する。
　ステップＳ２０２：プレビューが必要な時に、ＳＭＩＬに従って前記ＭＭＳメッセージ
を放送する。
【００２５】
　ステップＳ２０３：前記ＭＭＳメッセージをプレビューする時に、プレビューモードで
前記ＭＭＳメッセージを編集し、ＳＭＩＬに対して変更を行って保存する。
　前記プレビューモードで前記ＭＭＳメッセージを編集することはメディア要素の位置、
サイズあるいは期間に対して調整を行うこと及びユーザが描くことを含む。
【００２６】
　具体的に、図３に示すように、本発明に係る第２実施例におけるＭＭＳメッセージのメ
ディア要素の調整前を示す図であり、当該ＭＭＳメッセージが１つのオーディオファイル
、１つのイメージとテキスト情報を含み、ＭＭＳメッセージを端末が予め設定したフォー
マットに従って放送する。
【００２７】
　図４－１と図４－２に示すように、本発明に係る実施例２におけるメディア要素の位置
調整を示す図であり、シーン１とシーン２を含み、
　シーン１において、図４－１に示すように、イメージを長押ししてイメージを位置１か
ら位置２までプルすることを示す図である。プルする間に、イメージがテキストをカバー
した時に、即ちイメージの一部あるいは全部の座標がテキスト情報の所在範囲内に含まれ
た時に、ユーザに知らせる。ユーザがカバレッジを確認した時に、イメージをテキストに
カバーし、ユーザがいいえを選択した時に、イメージを元の位置に戻すか、またはインタ
ーフェイスをシーン２の示すインターフェイスに変更する。
【００２８】
　ＭＭＳメッセージにおけるマルチメディア要素の位置の変更が完了した後、ユーザが保
存を選択すると、ＭＭＳメッセージのＳＭＩＬファイルを更新する。背景技術に述べたＳ
ＭＩＬファイルを例として、シーン１に示される場合に、ＳＭＩＬファイルにおいてｌａ
ｙｏｕｔが次のように変更される。
【００２９】
<layout>
< root-layout width="240" height="400" background-color="#ffffff"/>
< region id="Image" width="100%" height="50%" left="25%" top="25%" fit="meet"/>
< region id="Text" width="100%" height="50%" left="0%" top="50%" fit="scroll"/>
< /layout>
【００３０】
　シーン２は、図４－２に示すように、イメージ位置の変更後、スライドにおけるテキス
ト情報がそのページの残りのスペースの状況に基づいて、元のイメージと位置を交換した
。
　理解しやすいために、依然として背景技術に述べられたＳＭＩＬファイルを例として、
上記ＳＭＩＬファイルにおけるｌａｙｏｕｔは次のようである。
【００３１】
<layout>
< root-layout width="240" height="400" background-color="#ffffff"/>
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< region id="Image" width="100%" height="50%" left="0%" top="0%" fit="meet"/>
< region id="Text" width="100%" height="50%" left="0%" top="50%" fit="scroll"/>
< /layout>
【００３２】
　上記からわかるように、イメージの左上角の座標が（０，０）、サイズが（１２０＊２
００）（元のイメージのサイズが２４０＊４００であり、ｆｉｔがｍｅｅｔであるので、
長さと幅がページのサイズに応じて自体の半分に縮小するが、長さと幅の比率は変わらな
い）、テキスト情報の左上角の座標が（０,２００）である。イメージをプルし、座標（
６０,１００）までイメージをプルし、イメージの一部のエリアがテキスト情報をカバー
した。端末がユーザにカバーするかを問い合わせ、はいを選択すると、テキストとイメー
ジを重なって表示し、いいえを選択すると、イメージを最初の位置に戻すか、あるいはイ
メージを新しい位置に置き、テキストの位置を変更する。シーン２に示すように、テキス
ト情報の位置とイメージの位置が交換された。
【００３３】
　図５に示すように、本発明に係る第２実施例におけるメディア要素のサイズ調整を示す
図であり、イメージのエッジや４つの角度をプルし、イメージのサイズを引き伸ばすか、
または縮小することを含む。
　依然として背景技術に述べられたＳＭＩＬファイルを例として、元の幅を２倍に大きく
プルし、イメージのサイズを元の１２０＊２００から２４０＊４００に変更する。この時
、元のＳＭＩＬファイルのｌａｙｏｕｔが次のように変更される。
【００３４】
<layout>
< root-layout width="240" height="400" background-color="#ffffff"/>
< region id="Image" width="100%" height="50%" left="0%" top="0%" fit="hidden"/>
< region id="Text" width="100%" height="50%" left="0%" top="50%" fit="scroll"/>
< /layout>
【００３５】
　Ｉｍａｇｅの前の属性がｍｅｅｔであり、長さと幅が同じ比率で変更する属性であるた
め、本実施例におけるイメージの引き伸ばしと縮小に適用しない。このため、この操作で
は、イメージに対してサイズの変更を行った後、そのＳＭＩＬファイルにおけるＩｍａｇ
ｅ属性がｈｉｄｄｅｎに変更される。Ｈｉｄｄｅｎはマルチメディアのフラグメントのサ
イズが変わらないことを示し、ウィンドウの左上角から表示が始まり、マルチメディアの
フラグメントのサイズがウィンドウのサイズより小さい場合、空白のところが背景色で充
填される。マルチメディアのフラグメントのサイズがウィンドウのサイズより大きい場合
、マルチメディアのフラグメントのウィンドウを超えた部分がカットされ、表示されない
。
【００３６】
　ここで、イメージのサイズが変わるので、元のイメージをバックアップする必要があり
、バックアップファイルのサイズが変更後のサイズ（ここで２４０＊４００である）であ
り、且つＳＭＩＬファイルに対応するＩＤを変更後のＩＤ（例えば、I1313510998(1)に変
更される）に変更し、元のＳＭＩＬファイルにおけるＢｏｄｙ部分のイメージとの関連の
変更は、次のようである。
<img src="I1313510998(1).jpg" region="Image" />
【００３７】
　図６に示すように、本発明に係る第２実施例におけるメディア要素の期間調整を示す図
であり、ＭＭＳメッセージが編集モードに入った時に、マルチメディアオーディオに対応
する期間を表示し、ユーザがオーディオの開始と終了の時間を調整することで、ＭＭＳメ
ッセージオーディオの期間に対して調整を行うことを含む。期間が当該オーディオの２ｓ
から開始し、４ｓまで終了する場合、ＳＭＩＬにおけるオーディオの関連の属性が、次の
ように変更される。
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<audio src="081616102000.amr"，clip-begin="2000ms" clip-end="4000ms" />
【００３８】
　図７に示すように、本発明に係る第２実施例におけるマークや図形の手動的描きを示す
図であり、方式１と方式２を含む。
　方式１：描いた図形やマークを元の図形と一つのイメージに合成し、ファイルシステム
に保存し、新しいファイルＩＤを生成する。背景技術に述べられたＳＭＩＬファイルを例
として、新しいイメージＩＤをＩｍａｇｅ＿ｎｅｗと仮定すると、Ｈｅａｄ部分が次のよ
うに変更される。
【００３９】
<head>
< layout>
< root-layout width="240" height="400" background-color="#ffffff"/>
< region id="Image" width="100%" height="100%" left="0%" top="0%" fit="hidden"/>
< region id="Text" width="100%" height="50%" left="0%" top="50%" fit="scroll"/>
< /layout>
< /head>
【００４０】
　ここでイメージがスクリーンの全体をカバーできるように高さを１００％に変更し、イ
メージを元のサイズで表示するようにｆｉｔをＨｉｄｄｅｎに選択する。
　それ以外に、Ｂｏｄｙ部分を変更し、元の名称をＩｍａｇｅ＿ｎｅｗに変更する。
<img src="Image_new.jpg" region="Image" />
【００４１】
　方式２：新しい要素タイプを定義し、例えば要素タイプを「Ｍａｒｋ」に設定し、イン
ターフェイスでマークを追加し、図形を描き、元のＳＭＩＬファイルに、対応のリソース
ＩＤと関連の属性を追加し、その中、ＩＤがシステムにより自動的に生成され、対応する
イメージをファイルシステムに保存する。
【００４２】
　図７に示される２本の横線を２つのＭａｒｋと考え、二つのイメージをそれぞれｍａｒ
ｋ１とｍａｒｋ２に命名すると、元のＳＭＩＬファイルにおいて、Ｈｅａｄ部分に２行の
内容が新たに追加される。
【００４３】
<head>
< layout>
< root-layout width="240" height="400" background-color="#ffffff"/>
< region id="Image" width="100%" height="50%" left="0%" top="0%" fit="meet"/>
< region id="Text" width="100%" height="50%" left="0%" top="50%" fit="scroll"/>
< region id="Mark1" width="100%" height="50%" left="0%" top="60%" fit="hidden"/>
< region id="Mark2" width="100%" height="50%" left="0%" top="80%" fit="hidden"/>
< /layout>
< /head>
【００４４】
　Body部分に新たに以下のように追加される。
<body>
< par dur="5000ms">
< text src="T001.txt" region="Text" />
< img src="I1313510998.jpg" region="Image" />
< img src="mark1.jpg" region="Mark1" />
< img src=" mark1.jpg " region=" Mark 2" />
< /par>
【００４５】
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　それ以外に、マークのインターフェイスで、「ペン先タイプ」、「ペン先色」、「消し
ゴム」と「キャンセル」のスペースを追加し、マークのタイプ、色などのコントロールに
用いられる。
　上記の説明によって本発明の好ましい１つの実施例を例示し記述したが、前に記述した
ように、本発明が本文の開示した形式に限定されず、ほかの実施例に対する排除とみなす
べきではなく、ほかの各種の組み合わせ、変更と環境に用いられ、本文の前記発明の構想
範囲内に、上記の教導や関連分野の技術や知識に基づいて変更できる。本発明の主旨と範
囲から逸脱しない本分野の当業者による変更や変化が、本発明の特許請求の範囲の保護範
囲内に含まれるべきである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４－１】
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【図４－２】

【図５】

【図６】

【図７】
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